
＜平成２８年６月 第２回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆１３番（山本みちよ君） 

食品ロスゼロに向けての対策についてお伺いをいたします。 

ことし、先進７カ国が集い開催されました 2016Ｇ７富山環境大臣会議、新潟農

林水産大臣会議におきまして、食料安全保障と栄養に関するＧ７行動ビジョン

が示されました。そして、席上、議題となりました食品ロス削減についても、

先進７カ国が連携をして取り組む方針が確認されました。 

また、国内においても、公明党食品ロス削減推進プロジェクトチームが食品ロ

スゼロに向けての削減の数値目標の設定や基本計画の策定などの具体的な提言

を政府に申し入れました。 

さらに、予算、本会議でも取り上げまして、まだ食べられる食品が捨てられて

しまう食品ロスゼロを目指し、国を挙げて取り組むことを求め、そのために食

品ロス削減推進法（仮称）の法整備をとの提案も行い、食品ロス削減に向けた

国民運動のさらなる展開を図ったところであります。 

こちらが農林水産省が発表しております食品ロス国民運動のロゴマークでござ

います。このキャラクターは、ロスノンというそうでございます。皆様もよく

覚えていただければと思います。 

まさに、国際的な流れの中で、そして国民運動となってきた食品ロスゼロに向

けて、立川市としても今後さらなる推進を図っていく必要があると考えます。 

そこで、お伺いいたします。 

食品ロス削減について、立川市の基本的な考え方をお示しください。 

 

◎市長（清水庄平君） 

まず、国内の食品ロス廃棄の現状についてでありますが、平成 25 年度の推計で

年間約 2,800 万トンとなっており、そのうち、まだ食べられる食品が年間約 630

万トンとされています。本市では、ごみ組成分析の結果から、燃やせるごみの



うち生ごみが約４割を占めていることから、市民、事業者と連携して食品ロス

削減や生ごみの資源化に取り組んでいきたいと考えております。 

 

◆１３番（山本みちよ君） 

それでは、順次質問させていただきます。 

まず、食品ロスゼロに向けての対策でございます。 

前回の定例会におきましても、私は食品ロスに向けてということで質問させて

いただきました。そして、今後の取り組みの一つとして、平成 27 年度策定の立

川市一般廃棄物処理基本計画で示された「未来へつなごうごみをつくらないラ

イフスタイル」を呼びかけるとともに、食品ロスの問題など、食品廃棄の現状

の見える化を図り、啓発を行っていくとの答弁をいただきました。 

そして、その後、早速各御家庭への意識啓発として、「西砂からの風」や立川

市ホームページ上にて開始していただいております。こうした取り組みを意識

啓発の第一歩として、これからもＰＲを継続し、新たな手法も取り入れながら

各御家庭へ届けていくことが望まれます。 

町田市では、調理の際の無駄な生ごみや食べ残しなどの食品ロスについて、川

柳を使って啓発しようとお考えになったということであります。そして、もっ

たいないことしませんりゅうというネーミングで、ことし初めて公募を試みた

ところ、小学生から高齢者までの 439 作品が集まり、実に生活感あふれるユニ

ークな作品が集まったそうであります。その中で入選作を選びまして、市民バ

スの車内に掲示し、市民の目にもとまるようにと工夫されております。 

我が立川市においても、ぜひとも各御家庭にもったいないの意識が浸透し、定

着するような工夫を重ね、さらなる周知に努めていただきたいと考えます。 

そこで、お伺いいたします。 

今後、さらなる家庭への啓発・周知のため、新たな取り組みができないものか

と考えますが、この点についての市の見解をお示しください。 

 



◎ごみ減量化担当部長（野澤英一君） 

食品ロス削減に向けた意識啓発についてでございます。 

これにつきましては、さまざまな手法を活用して継続的に行っていくことが大

切であると考えております。このことから、今、議員の御指摘にもございまし

たけれども、家庭で食品ロス削減が進むような新たな取り組みとして、そうい

った他市の事例なども参考にいたしながら、今後検討、実施いたしまして、ま

た、ごみ減量化を進めてまいりたいと考えております。 

 

◆１３番（山本みちよ君） 

ぜひとも、私どももいろいろなアイデアを持っておりますので、意見交換をし

ながら、周知、また啓発に努めていっていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

次に、外食産業への推進についてお伺いいたします。 

先日、テレビのニュースで、都内の百貨店が訳あり商品もったいないセールを

催し、大盛況の様子が放映されておりました。また、ある自治体では、消費期

限の近い商品につれてってシールといったキャラクターシールを張り、先に購

入してもらえるような工夫をされております。 

こうした取り組みや情報発信に努めていただきながら、一般家庭への啓発、定

着を進めるとともに、立川市には大変多く存在いたします飲食店、そういった

外食産業への具体的なアプローチも積極的に進めていただきたいと考えます。 

先日、私、立川市内でも有名なラーメン屋さんに行きました。おいしさもさる

ことながら、そのラーメンのボリュームに驚き、一生懸命にお箸を動かしたも

のの、食べ切ることができませんでした。食品ロスを提案しながら食べ残す罪

悪感は、なかなかのものであります。 

そこで、提案なのですが、食品店での食べ残しを減らすため、食べ切れる分量

のメニューを選べるような仕組みの推進ができないものかと考えました。値段

は同じでも量を選べるようになれば、余り量の食べられない方や、そのときの

体調に合わせて選択ができれば、とてもありがたいと思います。廃棄の発生抑



制の一環として、立川市のお店では選べるメニューが当たり前になるような取

り組みを事業者に働きかけるといったことができないものかと考えますが、い

かがでしょうか。 

 

◎ごみ減量化担当部長（野澤英一君） 

外食事業者の食品ロスの主な要因でございますけれども、製造・調理段階での

つくり過ぎと食べ残しが挙げられております。特に、食べ残し量の割合といた

しまして、国の調査によりますと、宴会で約 19％、結婚披露宴で約 13％と高く

なっております。 

食べ残しを減らすため、お客様が食べ切れるだけの量を注文できるメニューを

提供することは、事業者にとりましても、廃棄物の処理コストの削減でありま

すとか、環境に配慮している店舗であることをアピールできる、そういったこ

とのメリットが考えられますので、本市といたしましても、ごみ減量リサイク

ル推進委員会などとも連携しながら、食品ロス削減を事業者に働きかける仕組

みづくりについて検討してまいりたいと考えております。 

 

◆１３番（山本みちよ君） 

立川市では、地産地消されているお店にグリーンのちょうちんをかけるという

ようなこともされております。そうしたような形で、この店はそうしたものを

やっているんだなとわかるような、そうした工夫も提案していただきながら、

ぜひ事業者の方とお話を進めていただければと思います。 

立川市が先駆的に進めてまいりましたドギーバッグを活用した持ち帰りの普及

とあわせて、立川市といえばドギーバッグ、そして食べ切りメニューのまちと

言われるまで、さらなる取り組み推進を御期待しております。 

そこで、一つまたこれは提案なんですが、例えばその手始めとして、市役所内

の食堂で食べ切りメニューを始めることができないかなというふうに考えまし

た。今でも申し出れば御飯の量は調整できるのですが、その分、おかずが余る

こともあり、この選べるメニューが可能であれば進めていただきたいと考えま

すが、いかがでしょうか。 



 

◎ごみ減量化担当部長（野澤英一君）  

現在、市庁舎の食堂では、議員御指摘のように、御飯につきましては、お客様

の要望に応じて量を減らすなどの対応をしていると聞いてございます。御飯以

外につきましては、お客様の要望にどこまでが対応可能なのかどうかというこ

とにつきましては、運営している事業者と一緒に検討を行ってまいりたいと考

えております。 

 

◆１３番（山本みちよ君） 

ぜひとも進めていただけるように、よろしくお願いいたします。 

農林水産省の食品ロス削減に向けた国民運動の展開では、「「もったいない」

を取り戻そう！」を合い言葉に進めていくとあります。こうした意識を子ども

のときから養っていくことも大切ではないでしょうか。 

そこで、お伺いいたします。 

食育、環境教育の一環として、子どものときから意識を養うといった観点から

の取り組みについて何かできないかということで、お伺いいたします 

 

◎ごみ減量化担当部長（野澤英一君） 

市では、昨年度、大山自治会の生ごみ分別・資源化事業でできた堆肥を各児童

館の花植えに活用してもらい、子どもたちへの意識啓発を行ってまいりました。

また、過日、大山小学校で１年生たちがアサガオの種まきを行う際にも堆肥を

活用していただいております。また、そのほか、第九小学校、上砂川小学校、

立川第五中学校でも花や野菜の栽培に同様の堆肥を活用していただいておりま

して、生ごみの資源化に向け、学校教育との連携による意識啓発を図っている

ところでございます。 

さらに、市の職員が地域のイベントなどに出向いて、ごみの分別や減量方法を

御説明する、ちょこっと説明会というものを、若年層が集まる場所をターゲッ



トにして開催し、食品ロス削減や生ごみの資源化に対する理解や協力をお願い

しているところでございます。 

 

◆１３番（山本みちよ君） 

これまでにも大変な御努力をいただいていることがよくわかりました。さらに、

今後もまたこれを全市的な取り組みとして広げられるようにということで、特

に残したものが堆肥になって、それが利活用できて、次の食物に連鎖して、い

い影響を与えるといった部分、大変すばらしい学習になっているかと思います

ので、そうしたことも中心にしながら進めていっていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 


